
平
成
二
十
九
年
四
月
四
日
受
領

答

弁

第

一

六

一

号

内
閣
衆
質
一
九
三
第
一
六
一
号

平
成
二
十
九
年
四
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
本
村
伸
子
君
提
出
名
古
屋
環
状
二
号
線
の
段
差
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
本
村
伸
子
君
提
出
名
古
屋
環
状
二
号
線
の
段
差
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て

道
路
の
損
傷
状
況
の
記
録
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
損
傷
の
状
況
、
構
造
物
の
種
類
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
文
章
の
み
で

記
録
す
る
場
合
や
写
真
も
併
用
し
て
記
録
す
る
場
合
が
あ
る
。
お
尋
ね
の
箇
所
は
、
名
古
屋
市
守
山
区
松
坂
町
の
国
道
三
百

二
号
白
沢
川
橋
の
勝
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
側
橋
台
付
近
（
以
下
「
当
該
箇
所
」
と
い
う
。
）
と
思
わ
れ
る
が
、
当
該
箇
所

の
道
路
面
の
補
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
施
工
業
者
か
ら
の
資
料
提
供
に
よ
り
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
日
に
実
施
し
た
こ
と

を
把
握
し
て
い
る
が
、
当
該
補
修
工
事
の
必
要
性
を
把
握
し
た
き
っ
か
け
及
び
損
傷
状
況
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
資
料
が

保
存
期
間
を
経
過
し
て
い
る
た
め
残
っ
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
（
三
）
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
道
路
維
持
管
理
方
針
（
案
）
（
平
成
二
十
五
年
四

り
よ
う

月
）
及
び
道
路
維
持
管
理
計
画
（
案
）
（
平
成
二
十
五
年
四
月
）
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
う
ち
道
路
巡
回
、
橋
梁
点
検
、
舗

装
の
点
検
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
道
路
維
持
管
理
計
画
（
案
）
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
度
以
降
、
国
道
三
百
二
号
に

お
い
て
、
道
路
巡
回
は
原
則
と
し
て
二
日
に
一
回
の
頻
度
で
、
橋
梁
点
検
は
平
成
二
十
五
年
度
に
、
舗
装
の
点
検
は
平
成
二

一



十
七
年
度
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
る
。
当
該
箇
所
の
段
差
に
つ
い
て
は
、
橋
梁
点
検
に
お
い
て
、
車
道
で
最
大
二
十
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
の
（
四
）
か
ら
（
六
）
ま
で
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
と
し
て
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
当
該
箇
所
の
道
路
面
の
補
修
工
事
に
つ
い
て
は
一
の
（
一
）
及
び
（
二
）

に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
同
工
事
に
係
る
検
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
十
一
月
二
十
四
日
に

十
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
が
あ
る
排
水
口
だ
け
が
補
修
さ
れ
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
当
該
箇
所
の
路
肩
部
の
段
差
に
関
す
る
補
修
工
事
と
し
て
、
集
水
ま
す
の
補
修
工
事
を
平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日

に
完
了
し
、
検
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
補
修
工
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
、

補
修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
別
途
工
事
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
走
行
路
面
に
最
大
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
が
残
っ
て
い
る
」
点
に
つ
い
て
は
、
同
年
八
月
十
二

日
に
調
査
し
た
結
果
、
車
道
で
最
大
二
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
橋
梁
部
の
段
差
に
関
す
る
維
持
修
繕
の
目
安

と
し
て
は
、
同
省
中
部
地
方
整
備
局
の
道
路
維
持
管
理
計
画
（
案
）
を
踏
ま
え
て
道
路
維
持
修
繕
要
綱
（
昭
和
五
十
三
年
七

月
社
団
法
人
日
本
道
路
協
会
）
を
用
い
て
い
る
が
、
同
要
綱
に
一
般
道
路
に
係
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
三
十
ミ
リ
メ

二



ー
ト
ル
（
以
下
「
橋
梁
部
の
段
差
に
関
す
る
維
持
修
繕
の
目
安
」
と
い
う
。
）
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

二
の
（
一
）
に
つ
い
て

橋
梁
部
の
段
差
に
関
す
る
補
修
工
事
は
、
交
通
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
橋
梁
部
の
段
差
に
関
す
る
維
持
修
繕
の
目
安
を
参

考
に
、
適
切
に
行
う
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

二
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
赤
白
コ
ー
ン
」
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生
等
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
中
部
地

方
整
備
局
が
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日
に
撤
去
し
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
「
こ
の
先
段
差
あ
り
」
の
看
板
」
に

つ
い
て
も
、
同
年
一
月
十
三
日
に
撤
去
し
て
い
る
。

ま
た
、
集
水
ま
す
に
つ
な
が
る
排
水
管
に
つ
い
て
、
路
肩
部
の
集
水
ま
す
の
補
修
工
事
の
際
に
、
破
損
し
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

二
の
（
四
）
に
つ
い
て

当
該
箇
所
の
盛
土
部
は
、
平
成
十
五
年
度
及
び
平
成
二
十
五
年
度
に
路
面
下
空
洞
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
空
洞
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

三



三
の
（
一
）
に
つ
い
て

当
該
箇
所
の
橋
梁
部
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
橋
梁
に
お
け
る
第
三
者
被
害
予
防
措
置
要
領
（
案
）
（
平
成
十

六
年
三
月
国
土
交
通
省
道
路
局
国
道
・
防
災
課
）
に
よ
る
橋
梁
点
検
（
以
下
「
平
成
二
十
三
年
度
の
橋
梁
点
検
」
と
い
う
。
）

を
実
施
し
、
平
成
二
十
五
年
度
に
橋
梁
定
期
点
検
要
領
（
案
）
（
平
成
十
六
年
三
月
国
土
交
通
省
道
路
局
国
道
・
防
災
課
）

に
よ
る
橋
梁
点
検
（
以
下
「
平
成
二
十
五
年
度
の
橋
梁
点
検
」
と
い
う
。
）
を
実
施
し
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
橋
脚
を
押
さ

え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
が
れ
落
ち
、
割
れ
目
も
大
き
い
。さ
ら
に
橋
脚
が
道
路
外
側
に
は
み
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」

が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
平
成
二
十
三
年
度
の
橋
梁
点
検
に
お
い
て
は
、
橋
台
側
面
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
浮
き
を
確
認
し
た
た
め
、
浮
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
叩
き
落
と
し
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
の
橋
梁
点

検
に
お
い
て
は
、
当
該
箇
所
の
橋
梁
部
の
損
傷
は
、
直
ち
に
補
修
す
る
ほ
ど
の
緊
急
性
は
な
く
、
構
造
物
の
安
全
性
が
著
し

く
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

三
の
（
二
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
最
大
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
段
差
」
に
つ
い
て
は
、
一
の
（
四
）
か
ら
（
六
）
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と

お
り
で
あ
り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
構
造
的
欠
陥
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の

四



点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
構
造
に
問
題
は
な
く
、
今
後
、
道
路
利
用
者
等
に
被
害
が
及
ぶ
状
況
で
は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、

御
指
摘
の
「
根
本
的
な
対
応
策
」
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

五


